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生徒指導（概要版）

規範意識の醸成・育成に関する研究
―実態把握から評価までの実践に基づいたモデルの提案―

長期研修Ⅰ研修員 鈴木 守幸 園田 幸男

このようなモデルを提案します！

「教師の思いや願い」規範意識にかかわる

子どもたちは何ができて、何ができないのだろう？

１ 実 態 把 握

児童生徒の実態を把握す

ることからはじめましょう

２ 課題の明確化
把握した実態を基に重

点を絞り、客観性に配慮し

て、課題を明確化しましょう

その方法として
・「児童生徒の規範意識実態把握プログラム

Ver.2.0」
・「アンケート結果をパターン別に分析」
・「パターン別の日常観察の視点」

を提案します

その取組として
・「パターン別の授業展開上の留意点」

・「パターン別の分析を生かした授業実践」

・「日常指導のねらいや在り方」

を提案します

４ 変容を見ての評価

変容を見て、評価し、次の

指導につなげましょう

３ 解決に向けた取組

課題の解決に向けて、授業や

日常指導、啓発活動に取り組み

ましょう
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◇ 具体的な方法として、「アンケート結果に基づくパターン別の分析」を提案します
パターン化の目安 (平均値±0.2)☆

５観点の数値を小・中学校それぞれの平均値と比べて0.2以上高い場合は○、0.2以上低い場合
は×で示し、研究協力校（62学級）のアンケート結果を３つのパターンに分類することで、大ま
かな傾向をつかめることが分かりました。下に示した枠は、その３つのパターンです。

パターンに分けて対応を考えます☆
アンケート結果が、どのパターン（①～③）になるかを検討し、取組の方向性を考えます。

★ ＜開発的な取組が有効＞パターン① の例

★ ＜予防的な取組が有効＞パターン② の例

★ ＜問題解決的な取組が有効＞パターン③ の例

（平均値より0.2以上高い時 ○、低い時 ×）

どのパターンにおいても、数値だけに頼ることなく、日常観察など■
を参考にして実態把握に取り組むことが大切です。
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中４のグラフ

○が一つ以上ある
パターン①

さらに伸ばそう！

○も×もない
パターン②

細かく見ると課題が
見つかるかも！

Ａ・Ｂ・Ｃのうち

どれかに×が

ある

Ｄ や Ｅ

に×が

ある

子どもに対
する手立てを
考えよう！

・子どもたちの気持ちを聞いて
みよう！
・保護者と連携しよう！

×が一つ
以上ある
パターン③

規範意識はおお

むね良好である

。と考えられます

さらに、規範意

識を伸ばすため

の開発的な取組

を実施するとよ

いでしょう。

５観点の規範意

。識は平均的です

ただし、各観点

を構成する22の

質問項目の数値

を細かく見てい

くと課題が見え

てくる可能性が

あります。

規範意識の中

で、十分に育っ

ていないところ

があると考えら

れます。何らか

の具体的な取組

を早期に検討す

るとよいでしょ

う。

中９のグラフ

中 のグラフ33
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モデルの具体的な流れです

子どもの規範意識にかかわる、教師の「思いや願い」

１ 実 態 把 握

２ 課題の明確化

３ 解決に向けた取組

子どもの規範意識にかかわる、教師の「思いや

願い」を実現していくためには、初めに実態把握を

その方法はすることが重要です。

（１） アンケートの実施と分析

「児童生徒の規範意識実態把握プログラムVer.
2.0」
センターWｅｂページからダウンロードして実施し

ます。
22の質問項目によるアンケートで、18・19年度

の調査研究から得た平均値と比べることができま

す。（観点別・質問項目別）

パターン別の分析（２ページ）を参考に学級の傾

向を確認してください。

（２） 日常観察
実態把握には、日常観察も大切です。その際

に、漠然と観察を行うのではなく、規範意識の醸

成・育成に焦点を当てた観察の視点を設定するこ

とで、より的確に実態を把握することができます。

日常観察を行う際のパターン別の視点を右に示

しました。

（３） 周囲の意見
アンケート調査と日常観察、さらに対象の児童

生徒にかかわっている教師の意見を参考にして、

的確な実態把握を行います。

実態把握をすることで生まれた「教師の気づき」

を、はじめの「教師の思いや願い」に基づいて整理

します。それを、再度周囲に投げかけ、それに対

する意見を参考にすることで課題がより明確にな

ると考えます。

（１） 授業（道徳・学活）における取組

課題の解決のために、まず授業の活用から取り

組みます。

規範意識の醸成・育成のための取組では、実態

に応じた導入場面と展開場面を工夫することが重

要です。

授業展開を作成する際に配慮したいパターン別

の留意点を右の表に示しました。

（パターン別の授業展開上の留意点）
導入場面（緊張 展開場面（話合いやパ ター
ほぐし） 体験活動）ン

規範意識を学級全員で高めよう。パ ター

・意識が高いと考え ・授業の中で、周囲に気ン①
られるので、なる を配れるようなリーダ
べく短時間で本論 ーを育成する。開発的
に入る。 ・全員にいろいろな立場な取組

や役割を体験させ、リ
ーダー性を養う。

規範意識をグループや小集団の仲間と一緒パ ター
に高めよう。ン②

・本論への意識づけ ・授業の中で、小集団や
を高めるため、導 グループのリーダーと予防的
入の段階から目的 なれる子どもを育成すな取組
やねらいをはっき る。
りさせる。 ・できる範囲で立場や役

。割を交代してみる

規範意識を、まず、個人で高めよう。パ ター

・意識があまり高く ・グループ活動におけるン③
なく、子どもが身 メンバー構成では、グ
構えてしまう可能 ループが均等になるよ問題解
性がある場合、ア うに留意する。決的な
イスブレーキング ・子どもの実態を配慮し取組
などを丁寧に時間 ワーク集をそのまま行
をかけて行い、緊 うのではなく、十分に
張をほぐしてから 内容を精選して行うこ
本論に入る。 とが望ましい。

パターン別の日常観察の視点）（

パターン① パターン② パターン③
開発的な取組 予防的な取 問題解決的な組

取組

･学級全体の子 ･グループや小 ･個人やその周
どもの様子を 集団を見る。 囲を見る。
見る。 ･ありがちな、 ･気になる子だ視
･意欲は見える 小さなトラブ けにとらわれ
が、どう取り ルでの人間関 ることなく、
組んでいいか 係や発生頻度 その周囲の人
分からない子 に注目する。 間関係にも注点
に注目する 目する。。

･自分の考えを ･グループ活動 ･勝手なおしゃ
もってはいる に参加できな べりや手悪さ
が、挙手や発 い子がいない 等をしていて授
言が見られな か。 話を聞いてい

担 い子はいない ･教師の指示が ない子はいな
か。 徹底しないこ いか。業

任 ･活発に見える とがないか。 ･発言者をから
子が周囲への かう雰囲気は

と 気配りをして ないか。中
いるか。

し ･声をかけられ ･休み時間のた ･チャイムを守
ても、集団に びに、教室か れない子が複

て 入れない子は ら出ていく子 数いないか。休
いないか。 がいないか。 ･グループ化しみ

の ･いつも他学級 ･他人の悪口な た集団の乱暴時
の子と過ごし どを言ってい な言動がみら間

留 ている子はい る子はいない れないか。
ないか。 か。

意 ･取組が不十分 ･教師から注意 ･いつも消極的
な子を注意す されると、そ な子が複数い

点 る雰囲気があ の場だけ繕う ないか。係
るか。 雰囲気がない ･個人の道具がや
･集中せず、ぼ か。 紛失したり、清
んやりしてい ･特定の子だけ 掃除用具の損掃
る子はいない で仕事をして 傷が多かった

。か。 いないか。 りないか
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４ 変容を見ての評価

（１） 再度アンケートを実施し、前回と

比較したり分析したりする

（２） 日常観察の視点を基に、児童生徒の変容を見取る

（３） 周囲の意見を聞き取る

ま と め

群馬県総合教育センター問い合わせ先

担当グループ：生徒指導相談グループ ０２７０－２６－９２１７（直通）

実態把握について

・規範意識把握プログラムVer.2.0の作成で、より

細かく分析できるようになりました。

・アンケート結果をパターン化することで、課題の

明確化がしやすくなり、迅速な取組に役立つよ

うになりました。

解決に向けた取組について

・パターン別に授業展開上の留意点や日常指導

のねらいや在り方を提示しました。

・具体的な授業展開案を資料編に載せました。

規範意識の醸成・育成モデルについて

・アンケートの結果や日常観察、周囲の意見など

を総合して児童生徒の実態を把握することで、

課題が明確になり、解決に向けた取組も具体的

なものになりました。

（２） 日常指導

日常観察の視点を生かした日常指導のねら

いや在り方を考え、パターン別に右の表に示し

ました。

（３） 啓発活動

課題解決の効果を上げるためには、保護者

と連携することが有効です。

授業を通した（保護者の声をコメントとして寄

せてもらうなど）啓発活動が、比較的手軽で、

効果的です。

（日常指導のねらいや在り方）
授業中の指導 授業以外の指導（休パター

み時間、係、清掃）ン

・周囲に気配りが ・集団と自分からかかわパ ター
できるリーダー ることの大切さについン①
を育てる。 て援助・指導する。

、開発的 ・どの子にも発言 ・努力目標を設定したり
をする機会を与 自分の活動を自己評価な取組
え、お互いに認 したりする振り返りの
め、高め合う集 場面を設定する。
団を作る。

・グループ活動が ・言葉遣いを指導する。パ ター
活発になるよう ・子どもの活動の姿を、ン②
リーダーを育て 教師や他の子どもが認
る。 めることで、自己有用予防的

。な取組 ・話し方・聞き方 感がもてるようにする
を学ばせ、教師 ・日頃から、全員で係や
の指示が徹底す 清掃活動をするように
るようにする。 徹底する。

・授業中のルール ・時間を守って行動するパ ター
を徹底し、授業 習慣をつける。ン③

、に集中できるよ ・気になる言動について
うにする。 人間関係やその子の性問題解

・級友の意見をよ 格などの背景を考えな決的な
く聞き、自分の がら指導する。取組
意見と比べ、相 ・ときには、教師も子ど
手を尊重できる もと一緒に活動し、思
ようにする。 いを共有する。

数値の上がり下がりに一喜一憂するのではなく、日常の子どもの姿を合わせて見ていく

ことが大切です。できれば、再度「課題の明確化」からモデル実践を繰り返すことで、より

多くの効果が期待できます。

実践を通して、多く

の児童生徒は、規範

を守ることの大切さを

分かっているし、そう

行動したいと願っても

いる、ということを感

じました。その背中を

押すような働きかけ

を、児童生徒は待っ

ているのではないで

しょうか。


